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（ 1）ａ西村俊範 「中国の鏡」 『開明堂英華』（1994年）218・219頁。










































































（ 3）　「はじめに」 の註（ 1）ｂ西村前掲論文298頁。




（ 5）　周欣・周長源 「揚州出土的唐代銅鏡」 『文物』 1979‒7，図 7。
（ 6）　張広立・徐庭雲 「漫話唐代金銀平脱」 『文物』 1991‒2，85頁。
（ 7）　李書継 「浅談三門峡唐代特殊工芸鏡」 『中原文物』 1999‒3，55‒57頁。揚州
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博物館 「揚州近年発見唐墓」 『考古』 1990‒9，835頁。洛陽市文物工作隊 「洛
陽市東明小区Ｃ5Ｍ1542唐墓」 『文物』 2004‒7，61頁。












































No. 分類 状　態 出土地 所有者 直径 外形 銘帯 タケノコ 竹 琴尾 豹斑 鳳の足
1 I 原 ― 黒川古文化研究所 22.4 八花 有 4 直 水平 全 両着
2 I 原 ― 東京芸術大学 22.0 八花 有 4 直 水平 全 両着
3 I 原 ― 北京・故宮博物院 21.5 八花 有 4 直 水平 全 両着
4 I 原 ― 上海博物館 21.7 八花 有 4 直 水平 全 両着
5 I フミカエシ 湖南，常徳市 常徳地区文物工作隊 21.4 八花 有 4 直 水平 ― 両着
6 I フミカエシ ― 黒川古文化研究所 21.0 八花 有 4 直 水平 ― 両着
7 I フミカエシ ― クリーブランド美術館 21.6 八花 有 4 直 水平 全 両着
8 I フミカエシ 西安市韓森寨 陜西省博物館 30 八花 有 3 直 水平 全 左水平
9 IIa 原 湖北，漢陽県 漢陽県博物館 23.6 八花 無 3 アーチ 下 ナシ 左水平
10 IIa 原 ― 根津美術館 ― 八花 無 3 アーチ 下 ナシ 左水平
11 IIa 原 浙江，寧海県 寧海県文物普査組 24 円？ 無 3 アーチ 下 ― 左水平
12 IIa 原 ― 日本・個人 16.4 八花 無 3 アーチ 下 ナシ 左水平
13 IIb 原 ― 浙江・衢洲市文管会 24 八花 有 3 アーチ 水平 全 右ヤヤアゲ
14 IIb 原 ― 吉村省博物館 18.2 八花 無 3 アーチ 水平 全 右ヤヤアゲ
15 IIb 原 ― 上海博物館 18.5 八花 無 3 アーチ 水平 全 右ヤヤアゲ
16 IIb 原 ― アメリカ・個人旧蔵 22.2 八花 有 3 アーチ 水平 全 右ヤヤアゲ
17 IIb 原 ― 根津美術館 21.0 八花 有 3 アーチ 水平 全 右ヤヤアゲ
18 IIb 原 西安市東方機械厰 西安市文管会 17.0 亜字 無 2 アーチ 水平 縁 右ヤヤアゲ
19 IIb フミカエシ ― 寿県博物館 20.2 円 有 3 アーチ 水平 縁 右ヤヤアゲ
20 IIb フミカエシ ― 六安市文物局 21.5 八花 有 3 アーチ 水平 全 右ヤヤアゲ
21 IIb フミカエシ 遼寧，阜新市 ― 21 円 有 3 アーチ 水平 ― 右ヤヤアゲ
22 III 原 江南，徳安県 徳安県博物館 16.3 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
23 III 原 ― 出光美術館 18.8 八花 有 3 アーチ やや下 縁 右水平
24 III 原 ― 日本・個人 16.0 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
25 III 原 ― 兵庫・七宝寺 15.6 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
26 III 原 京都，山城町 日本・個人 15.0 八花 無 ― ― ― ― 右水平
27 III 原 奈良市五条町 日本・個人 16.4 八花 無 3 アーチ やや下 ― 右水平
28 III 原 ― 北京大学 15.2 八花 無 1 アーチ やや下 縁 右水平
29 III 原 ― 大英博物館 一辺17.7 方 無 2 アーチ やや下 縁 右水平
30 III 原 ― 北京・故宮博物院 一辺14.6 方 無 2 アーチ やや下 縁 右水平
31 III 原 ― 湖北・谷城県博物館 16 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
32 III 原 湖南，衡陽市 衡陽市文物工作隊 18.3 八花 有 3 アーチ やや下 縁 右水平
33 III 原 ― 湖南省博物館 15.6 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
34 III ― 河南・偃師市 中国社会科学院考古研 16 八花 無 3 アーチ ― ― ―
35 III ― 江蘇・揚州市 ― 16 八花 無 3 アーチ ― ― ―
36 III ― 江西・瑞昌県 瑞昌県博物館 15.2 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
37 III ― 湖南・湘潭市 15.3 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
38 III ― ― 江西・宜春市博物館 ― 八花 有 3 アーチ やや下 縁 右水平
39 III ― 上海市青浦県 ― 17.5 八花 無 3 アーチ やや下 ― 右水平
40 III フミカエシ 河北・龍関県 河北省博物館 15.7 六花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
41 III フミカエシ 江蘇・宝広県 ― 16 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
42 III フミカエシ 江西・六安市 舒城県文管所 16 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
43 III フミカエシ ― 湖北・鄂州市博物館 15.6 八花 無 3 アーチ やや下 ― 右水平
44 III フミカエシ 河南・商城県 ― 17 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
45 III フミカエシ ― 浙江・金華地区文管会 16.3 六花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
46 III フミカエシ 陜西省 梁上椿旧蔵 16.1 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
47 III フミカエシ ― 泉屋博古館 16.1 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
48 III フミカエシ ― （山中商会扱い） 15.8 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
49 III フミカエシ ― D. H. グラハム. Jr 16.4 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
50 III フミカエシ ― 大阪大谷大学 16.0 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
51 III フミカエシ 青森市朝日山⑵遺跡 青森県埋文調センター 17 円 有 3 アーチ やや下 縁 右水平
52 III フミカエシ ― 道明寺天満宮 14.2 八花 無 3 アーチ やや下 縁 右水平
53 III フミカエシ 奈良・広陵町 橿原考古学研究所 15.2 円 無 3 アーチ やや下 縁 右水平




鳳の顔 岩の高さ 蓮葉 蓮池 銘その他 文　　　献
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 「黒川古文化研究所名品選」 PL. 107
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 「東京芸術大学蔵品目録　金工Ⅰ」 PL. 885
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 「故宮蔵鏡」 PL. 106
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 「上海博物館蔵青銅鏡」 PL. 87
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 「文物」 1986年第 4期，P. 91
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 なし
内 高 円 楕円 「鳳凰雙鏡」 「The Carter Collection of Chinese Bronze Mirrors」 PL. 70
外 高 八花 楕円 「鳳凰雙鏡」 「隋唐文化」 PL. 27
外 高 菱 くずれ 「真子飛霜」 「中国武漢文物展」 PL. 33
外 高 菱 くずれ 「真子飛霜」 「唐鏡大観」 PL. 62
外 高 菱 くずれ 「真子飛霜」 「文物」 1993年第 2期
外 高 菱 くずれ 「真子飛霜」 「古鏡聚英」 下 PL. 13‒1
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「鳳凰雙鏡」 「浙江出土銅鏡」 PL. 119
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「吉林出土銅鏡」 附1
外 低 なし 楕円 「真子飛霜」 「上海博物館蔵青銅鏡」 PL. 88
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「鳳凰雙鏡」 「欧米蒐儲支那古銅精華」 5，PL. 144
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「鳳凰雙鏡」 「開明堂英華」 PL. 81
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「考古与文物」 1989年第 4期，P. 25
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「六安出土銅鏡」 PL. 174
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「鳳凰雙鏡」 「六安出土銅鏡」 PL. 175
外 低 右突 楕円 「真子飛霜」 「鳳凰雙鏡」 「考古」 1995年第11期
外 低 菱 「九江出土銅鏡」 PL. 69
外 低 菱 「中国の工芸」（出光美術館蔵品図録）PL. 316
外 低 菱 「龍泉集芳」 第 2集，PL. 102
外 低 菱 「古代の鏡」（日本の美術393）第112図
外 ― ― ― 「東京国立博物館紀要」 8
外 低 菱 「東京国立博物館紀要」 8
外 低 菱 「侯瑾之」 「故宮文物月刊」 1998年第10期
外 低 菱 「侯瑾之」 「世界美術大全集，東洋編」 第 4巻，PL. 173
外 低 菱 「侯瑾之」 「故宮博物院歴代芸術館陳列品図目」 PL. 755
外 低 菱 「江漢考古」 1997年第 2期
外 低 菱 「考古」 1992年第11期
外 低 菱 「中国文物報」 1989年7月28日
― 低 菱 竇承家墓／至徳元年（756） 「偃師杏園唐墓」 図133‒2
― ― 菱 ― 「文物」 1979年第 7期
外 低 菱 「文物」 1990年第 6期
外 低 菱 「銅鏡図案」 PL.127
外 低 菱 「江西文物」 1990年第 1期
外 低 菱 「文物」 1962年第 3期
外 低 菱 「歴代銅鏡紋飾」 PL. 154
外 低 菱 「文物」 1981年第 2期
外 低 菱 「六安出土銅鏡」 PL. 176
外 低 菱 「鄂州銅鏡」 図300
外 低 菱 「中原文物」 1996年第 4期
外 低 菱 「浙江出土銅鏡」 PL. 16
外 低 菱 「厳窟蔵鏡」 PL. 61
外 低 菱 「鏡鑑」（泉屋博古館蔵品図録）PL. 66
外 低 菱 「支那古陶金石展観」 PL. 174
外 低 菱 「故宮文物月刊」 1992年第 2期，図33
外 低 菱 「大谷女子大学資料館収蔵品図録」 V.  PL. 66
外 低 菱 日本出土の同范・同型鏡多数 「東京国立博物館紀要」 8
外 低 菱 伝菅原道真遺愛品 「東京国立博物館紀要」 8
外 低 菱 池上木棺墓 「古代の鏡」（日本の美術393）第105図













































































































































《製 作 年 代》
　次に製作年代を確認したい。この形式の鏡には年号鏡がなく，発掘報告
を検証できる墓葬出土例も乏しい。唯一の例がⅢ式の河南省偃師県杏園Ｙ


































































物を調和させる」 と述べる  
（22）
。伝説の帝王も聖人・仙人もみな音楽を奏でた。
これに動物たちも感応した。同じく 「荘子」 天運には 「黄帝は陰陽の調和














































































瑾之」 も特定できない人物である。頭の一字を梅原氏以来 「俟」 と読むこ
とが多いが  
（35）













































った鏡もある。グラハム氏蔵鏡，Toru Nakano 『Bronze mirrors from 
ancient china Donald H Graham Jr collection』（1994年）PL. 100.
































（20）　矢島恭介 「伯牙弾琴鏡」 『MUSEUM』 96（1959年）。反対意見は，尾崎洵










（25）　胡新立・王軍 「山東鄒城古代銅鏡選粋」 『文物』 1997‒7。
（26）　例えば現シアトル美術館蔵鏡，小学館『世界美術大全集・東洋編4巻』（1997
年）図版203。梅原末治 『唐鏡大観』（1943年）図版68。








衡雲花 「一面唐代神仙人物鏡考」 『華夏考古』 2007‒3，130頁。王趁意 「中原
蔵鏡聚英」（2011年）PL. 80。
（31）　奈良国立博物館 『平成 8年　正倉院展目録』 図版34。

















































































































































































（ 2）　李振奇・史雲征・李蘭珂 「河北臨城七座唐墓」 『文物』 1990‒5，図 9。
図21　双鸞瑞花鏡 図22　瑞花鏡
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（ 3）　河南省文化局文物工作隊第二隊 「洛陽16工区76号唐墓清理簡報」 『文物』
1956‒5，42頁図 2。 2 章註（16）洛陽博物館前掲図録，図版120。 1 章註（ 1）
前掲論文，図7‒5。
（ 4）　益陽地区博物館 「湖南益陽市大海壙唐宋墓」 『考古』 1994‒9，図4‒1。
（ 5）　張家口地区文管所 「河北懐来県寺湾唐墓」 『考古』 1993‒7，図 2。
（ 6）　薛堯 「江西南昌，贛州，黎州的唐墓」 『考古』 1964‒5，図版5‒10。
（ 7）　張太湘 「大城子古城調査記」 『文物資料叢刊』 4（1981年）図 9。
（ 8）　海寧県博物館 「浙江省海寧県東山宋墓清理簡報」 『文物』 1983‒8，図16。
（ 9）　前熱河省博物館準備組 「赤峰県大栄子遼墓発掘報告」 『考古学報』 1956‒3，
図版4‒6。









































（ 1）　秋山進午 「隋唐式鏡綜論」 『泉屋博古館紀要』 第11巻（1995年）はその最た
るものである。
（ 2）　杉山 2章註（ 5）前掲書20～21頁。
（ 2）

